
－特定秘密保護法 廃止！安保関連法=戦争法 廃止！－                

宮澤・レーン・スパイ冤罪事件の 

再来を許さない道民の集い 
 

1941（昭和 16）年 12 月 8 日、太平洋戦争開戦の日、北大生宮澤弘幸と米人英語教師ハロルド・レ

ーン、その夫人ら 5人が軍機保護法違反で検挙され、宮澤とハロルドは懲役 15 年、夫人のポーリン

は 12 年の重罪を科せられた。スパイ冤罪事件である。レーン夫妻は 1943 年に日米交換船で帰国、

しかし宮澤は拷問による取り調べや酷寒の網走監獄での生活を強いられ、戦後釈放されたものの

1947 年 2 月にわずか 27 歳で亡くなった。 

宮澤・レーン事件は遠い過去のことだろうか。いや、今もっとも私たちの身近に迫っている問題で

はないのか。今の時代がはらむ危険性を皆さんと一緒に考えたい。 

 

日時 2015 年１２月６日（日） 

午後１時～３時半 

会場 北海道大学学術交流会館 

１階大会議室（北 8条西 5丁目） 
 

「“スパイの家族”と呼ばれて～73 年目の宮沢・レーン事件～」（NHK ビデオ）   

 講演『戦時下の言論・思想弾圧 

－宮澤・レーン・スパイ冤罪事件の背景を考える－』 

        荻野富士夫氏 小樽商科大学教授 
 

特定秘密保護法と安保関連法の「成立」。それは新たな戦前の始まりなのか。70 年前まで続いたアジ

ア太平洋戦争下で国民の言論・思想の弾圧はどのように進められたのだろうか。新しい知見と資料を

まじえ、道内で引き起こされたいくつかの事件をとり上げながら、宮澤・レーン・スパイ冤罪事件の

背景を考える。 

 

＜講師紹介＞ 1953 年埼玉県に生まれる。1982 年早稲田大学大学院修了。現在小樽商科大学商学部

教授。日本近現代史専攻。＜著書＞『特高警察体制史 増補版』（せきた書房）『北の特高警察』（新

日本出版社）『戦後治安体制の確立』（岩波書店）『思想検事』『特高警察』（岩波新書）『外務省警察史』

（校倉書房）ほか。＜編著＞『治安維持法関係資料集』（全 4巻、新日本出版社）『特高警察関係資料

集成』（全 38 巻、不二出版）『小林多喜二の手紙』（岩波文庫）ほか 

 

主催  北大生・宮澤弘幸「スパイ冤罪事件」の真相を広める会 

お問い合わせ先  根岸正和 090-6994-2524  奥井登代 090-1527-9009 



 

北海道新聞 2014 年 9 月 18 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軍機保護法を上回る秘密保護法廃止へ 必読の書！！ 

「引き裂かれた青春―戦争と国家秘密」 花伝社刊 

お申込みは事務局まで 定価：2300 円（送料込み） 

 FAX:03-6272-5263  e-mail:chyda-kr@f8.dion.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  しんぶん赤旗 2014 年 10 月 26 日 


